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第48回衆議院議員総選挙投票結果 （10月22日執行）

＜町内小選挙区選挙結果＞

得票数候補者氏名

1,136おおさか　誠　二

1,308前　田　一　男

2,444合　　計

＜町内比例代表選挙結果＞

得票数政党名

313公明党

205新党大地

168日本共産党

883自由民主党

235希望の党

30日本維新の会

492立憲民主党

5幸福実現党

53社会民主党

2,384合　　計

＜町内投票区別投票状況（小選挙区選挙・比例代表選挙）＞

前回との
（H26.12.14）
投票率比較

投票率

全投票者数
有権
者数

区　域投票区
計期日前

当日
投票

5.32%74.23%674406268908
本町・新町・緑町
松園町・上の山

第１

7.96%75.70%813546107美和第２

△0.10%85.71%1266957147富栄第３

△2.20%72.84%405207198556赤沼町第４

8.03%86.41%893851103上里第５

3.71%70.00%1193683170滝野・稲見・清水第６

△5.84%66.38%771958116鶉第７

△4.13%63.32%23340193368鶉町・相生・共和第８

6.16%71.32%971780136
木間内・社の山
旭丘・峠下

第９

10.31%82.76%72145887当路第10

0.27%66.09%34373270519新栄・館町・中館第11

7.85%55.38%1031984186南館町・城丘第12

2.23%80.95%6886084富里・須賀第13

1.92%71.32%2,4879811,5063,487合　計

能
登
谷
建
設
㈱
と
江
口
工
業
㈱

地
域
貢
献
活
動
に

感
謝
状
贈
呈

　

町
は
、
9
月　

日　

に
当
町
を

18

（祝）

縦
断
し
た
台
風　

号
に
よ
る
豪
雨

18

水
害
に
際
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
た
能
登
谷
建
設
㈱
（
能

登
谷
謙
一
社
長
）
と
江
口
工
業
㈱

（
江
口
信
幸
社
長
）
に
対
し
て
、　
10

月　

日　

、
地
域
貢
献
活
動
感
謝

20

（金）

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

台
風　

号
の
豪
雨
の
影
響
で
、

18

赤
沼
町
の
倉
谷
正
司
邸
付
近
に
あ

る
樋
管
よ
り
厚
沢
部
川
が
逆
流
し

町
道
の
一
部
を
冠
水
。
能
登
谷
建

設
㈱
は
住
宅
へ
の
浸
水
被
害
の
恐

れ
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
自
主
的
に

水
中
ポ
ン
プ
を
設
置
し
冠
水
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
栄
の
谷
山
豊
作
邸
付

近
に
あ
る
樋
門
で
も
厚
沢
部
川
が

逆
流
し
町
道
の
一
部
を
冠
水
。
江

口
工
業
㈱
は
水
中
ポ
ン
プ
を
用
い

て
道
路
冠
水
の
拡
大
や
住
宅
浸
水

の
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
生
活
保
全
と
安
全

確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
能
登
谷

建
設
㈱
と
江
口
工
業
㈱
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

※候補者・政党名は届け出順

▲

水
中
ポ
ン
プ
で
の
排
水
作
業
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月
3
日　

、
第
2
回
『
檜
山
中
学

10

（火）

校
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
』（
檜
山
中
学

校
体
育
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
管

内
5
町
8
中
学
校
よ
り
男
子
9
チ
ー
ム
女
子
7
チ
ー
ム
が
出
場

（
女
子
の
館
中
・
鶉
中
は
合
同
チ
ー
ム
の
た
め
オ
ー
プ
ン
参
加
）
。

厚
沢
部
中
学
校
を
発
着
地
点
に
、
江
差
町
旧
朝
日
小
中
学
校
と

小
黒
部
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
肌
寒
い
風
が
強
く
吹

く
中
、
各
チ
ー
ム
6
名
の
選
手
が
自
校
の
誇
り
を
胸
に
力
走
し
、

全
チ
ー
ム
の
タ
ス
キ
が
無
事
ゴ
ー
ル
に
つ
な
が
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
男
子
が
瀬
棚
中
学
校
、
女
子
は
江
差
中
学
校
が
優
勝
。

町
内
で
は
男
女
と
も
厚
沢
部
中
学
校
が
4
位
に
入
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
オ
ー
プ
ン
参
加
と
な
っ
た
女
子
の
館
中
・
鶉
中
合
同

チ
ー
ム
も
健
闘
。
5
位
に
相
当
す
る
記
録
で
完
走
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋

　

9
月　

日　

、
檜
山
管
内
ス

30

（土）

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
野
球
大
会

（
町
体
育
協
会
主
管
）
が
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
管

内
5
チ
ー
ム
が
出
場
。
地
元
・
厚

沢
部
町
チ
ー
ム
が
延
長
戦
に
も

つ
れ
る
熱
戦
を
制
し
て
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
藤
八
伸

太
郎
主
将
（
新
町
）
は
「
今
大
会

の
た
め
に
帰
省
し
た
選
手
も
い

た
の
で
優
勝
と
い
う
結
果
で
終

わ
れ
て
最
高
で
す
！
」
と
勝
利

の
美
酒
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

スポーツフェスタ野球大会

　
　

月
7
日　

、
第
8
回
『
札
幌

10

（土）

酒
精
工
業
㈱
喜
多
里
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
』（
町
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
）
が
町
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
渡
島
・
檜

山
管
内
よ
り
男
子　

名
女
子　

95

61

名
、
総
勢　

名
が
出
場
。
男
子
の

156

部
は
プ
レ
ー
オ
フ
を
制
し
た
地

元
・
厚
沢
部
町
の
下
川
部
慶
吉

さ
ん
が
優
勝
。
女
子
の
部
は
函

館
市
の
菊
地
和
恵
さ
ん
が
優
勝

し
、
地
元
の
泉
エ
ツ
子
さ
ん
が

3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

喜多里杯パークゴルフ大会

▲大きな声で仲間を応援する一生懸命な姿が素敵！▲

号砲直前は緊張の瞬間。緊張に負けない笑顔が素敵！
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in あっさぶ 2017
　

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
厚
沢
部
基
幹
支
店
主
催
『
第
6
回
大
収
穫
感

謝
祭　

あ
っ
さ
ぶ
』
が　

月
7
日　

、
Ｊ
Ａ
厚
沢
部
基
幹
支
店
特
設

in

10

（土）

会
場
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
恒
例
の
『
ほ
っ
く
ほ
く
塩
メ
ー
ク
イ
ン
無
料
試

食
』
や
『
メ
ー
ク
イ
ン
詰
め
放
題
』『
新
米
ふ
っ
く
り
ん
こ
運
だ
め

し
』
は
大
盛
況
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
『
じ
ゃ
が
い
も
』
や
『
お
米
』

の
品
種
を
当
て
る
『
ソ
ム
リ
エ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
で
は
、
全
品
種
を

当
て
る
全
問
正
解
者
の
中
に
小
学
生
も
い
て
会
場
は
拍
手
喝
采
。

来
場
者
は
、
お
腹
も
心
も
大
満
足
の
秋
の
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

実実実実実実実実実実実実実実りりりりりりりりりりりりりり実りののののののののののののののの
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大収穫感謝祭 
素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋

新
ご
当
地
商
品
に
期
待
！

▲あっさぶメークを丸ごとレトルトカレーに！「ぜひ商品化を！」▲道新・西野目記者も試食。「うっめ～！」と絶賛！

▲（じゃがいもソムリエ）不安気な外﨑組合長…（中央）。▲

全品種正解の河辺夫妻（福井県）は「厚沢部最高！」と。

▲

厚
沢
部
初
登
場
の
『
お
米
マ
ン
』

▲

道
南
が
生
ん
だ
特
Ａ
米
『
ふ
っ
く
り
ん
こ
』
を

　

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
！
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素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの ああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみあゆみ

▲前列左より）渋田町長、厚沢部・高田会長、館・和田会長、鶉・佐々木会長

死
亡
事
故
ゼ
ロ
日

死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
数数

１
０
０
０

１
０
０
０
日日
を
達
成

を
達
成

更
な
る
継
続
を
誓

更
な
る
継
続
を
誓
うう

　

町
内
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
数
が
９
月　

日
に
千
日

14

を
達
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
会
長
表
彰
状
と
江
差
警
察
署
署
長
感
謝
状
の
伝

達
贈
呈
式
が
９
月　

日　

、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

26

（火）

　

式
で
は
、
町
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
会
長
の
渋

田
町
長
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
後
、
推
進
委
員
会
と

町
内
３
地
区
交
通
安
全
協
会
長
に
穴
澤
江
差
警
察
署

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
渋
田
町
長
と
各
交

通
安
全
協
会
長
は
「
死
亡
事
故
死
ゼ
ロ
２
千
日
を
目
指

し
気
持
ち
新
た
に
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

く
」
と
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲東京都で11月11日（土）開催の北海道暮らしフェアにも出展します！

移
住
者
獲
得
に
向

移
住
者
獲
得
に
向
けけ

中
京
・
関
西
圏

中
京
・
関
西
圏
でで

厚
沢
部
町
を
Ｐ

厚
沢
部
町
を
Ｐ
ＲＲ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
ん
で
み
た
い
北
海
道
推
進
会
議
が

主
催
す
る
『
北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
２
０
１
７
』
が　
10

月　

日　

に
名
古
屋
市
で
、　

日　

に
大
阪
市
で
開
催

14

（土）

15

（日）

さ
れ
、
当
町
の
相
談
ブ
ー
ス
に
は
名
古
屋
会
場
で　

名
20

が
、
大
阪
会
場
で
は　

名
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

26

　

当
町
の
生
活
環
境
や
仕
事
、
子
育
て
支
援
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
説
明
し
た
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
の

赤
石
さ
ん
は
「
ラ
ジ
オ
で
厚
沢
部
町
を
耳
に
す
る
と
い

う
方
は
い
た
が
全
般
的
に
知
名
度
不
足
。
今
後
も
様
々

な
機
会
で
厚
沢
部
町
を
発
信
し
認
知
度
向
上
と
移
住

者
獲
得
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲当日の様子は町ホームページ『保育所ブログ』で紹介されています。

う
み
街
信
用
金

う
み
街
信
用
金
庫庫

厚
沢
部
支

厚
沢
部
支
店店
でで

木
育
フ
ェ
ア
を
開

木
育
フ
ェ
ア
を
開
催催

　

道
南
う
み
街
信
用
金
庫
と
檜
山
振
興
局
と
の
包
括

連
携
協
定
事
業
『
木
育
フ
ェ
ア
』
が
、　

月　

日　

か
ら

10

18

（水）

平
日
６
日
間
、
当
厚
沢
部
支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
は　

時
よ
り
木
育
コ
ー
ナ
ー
開
設
式
を
開
催
。

18

10

厚
沢
部
保
育
所
年
長
組　

名
も
出
席
し
、
木
育
コ
ー

16

ナ
ー
に
設
置
さ
れ
た
『
き
ぼ
う
の
プ
ー
ル
』
や
『
道
南
ス

ギ
木
育
ブ
ロ
ッ
ク
』『
木
製
小
型
遊
具
』
な
ど
を
楽
し

み
、
子
ど
も
た
ち
の
弾
ん
だ
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

保
育
所
児
と
触
れ
合
っ
た
山
田
和
之
支
店
長
は
、

「
地
域
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
信
金
を
目
指
し
今
後
も

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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百
歳
の
ご
長
寿

百
歳
の
ご
長
寿
にに

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
総
理
大
臣
のの

お
祝
い
状
を
伝

お
祝
い
状
を
伝
達達

　

今
年
度
、
百
歳
の
ご
長
寿
を
迎
え
ら
れ
る
中
山
ツ
マ

さ
ん
（　

歳
）
に
対
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
お
祝
い
状
と

99

記
念
品
の
伝
達
式
が
９
月　

日　

、
中
山
さ
ん
が
入
居

22

（金）

す
る
赤
沼
町
の
『
あ
っ
さ
ぶ
荘
』
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
に
は
、
中
山
さ
ん
の
お
子
さ
ん
や
ご
親
族
ら

も
出
席
。
渋
田
町
長
か
ら
「
末
永
く
元
気
に
暮
ら
し
て

く
だ
さ
い
ね
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
中
山
さ
ん
は
、
何

度
も
何
度
も
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
富
里
の
渡
部
ス
ヱ
ノ
さ
ん
（　

歳
）
も
百
歳
の

100

ご
長
寿
を
迎
え
ら
れ
、
後
日
、
町
長
が
伝
達
し
ま
し
た
。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの たたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

笑
顔
笑
顔
とと
踊
り
踊
り
がが
届
く
届
く

ト
ド
ッ
ク
ス
マ
イ

ト
ド
ッ
ク
ス
マ
イ
ルル

キ
ャ
ラ
バ
ン
１
７

キ
ャ
ラ
バ
ン
１
７
９９

　

北
海
道
と
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
協

働
事
業
『
ト
ド
ッ
ク
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
１
７
９

い
っ
し
ょ
に
ト
ド
ッ
ク
ダ
ン
ス
１
７
９
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
が　

月　

日　

、
当
町
で
行
わ
れ
３
保
育
所
の

10

11

（水）

児
童
ら
と
と
も
に
ト
ド
ッ
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。

　

事
前
に
踊
り
の
練
習
を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
着
ぐ
る
み
『
ト
ド
ッ
ク
』
と
『
お
ら

い
も
君
』
と
と
も
に
ト
ド
ッ
ク
の
曲
に
合
わ
せ
て
笑
顔

で
ダ
ン
ス
。
最
後
の
「
コ
ー
プ
の
宅
配
ト
ド
ッ
ク
」
の
歌

詞
を
「
大
好
き
い
っ
ぱ
い
厚
沢
部
」
と
替
え
歌
で
披
露

す
る
な
ど
笑
顔
溢
れ
る
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲末永くおふたり仲良く健康で過ごしてくださいね！

金
婚
式
の
ご
夫
婦

金
婚
式
の
ご
夫
婦
にに

渋
田
町
長

渋
田
町
長
がが

お
祝
い
状
を
贈

お
祝
い
状
を
贈
呈呈

　

町
で
は
結
婚　

年
の
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫

50

婦
に
対
し
て 
褒 
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
ふ
た
り
の　

ほ
う

50

年
の
あ
ゆ
み
を
祝
福
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
昭
和　

年
４
月
１
日
か
ら
昭
和　

年
３

42

43

月　

日
の
間
に
結
婚
さ
れ
た
夫
婦
が
対
象
と
な
っ
て

31
お
り
、
現
在　

組
よ
り
申
し
出
を
受
け
て
い
ま
す
。

10

　

そ
の
う
ち
の
１
組
、
金
谷
雄
司
・
洋
子
夫
妻
（
新
町
）

に
対
し
９
月　

日　

、
本
町
・
新
町
敬
老
会
の
冒
頭
に

27

（水）

贈
呈
式
を
行
い
、
多
く
の
出
席
者
が
祝
福
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
該
当
す
る
ご
夫
婦
が
お
り
ま
し
た
ら
福
祉
介

護
係
（
℡
6
4
‐
3
3
1
9
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ご長寿おめでとうございます！これからも元気に暮らしてくださいね！

▲当日の様子は後日『コープさっぽろホームページ』で紹介されます。
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の
始
ま
り
で
す
。

　

僕
は
銃
を
所
持
し
て
い
な
い
の

で
留
守
番
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

猟
友
会
の
先
輩
方
は
見
事
獲
物
を

射
止
め
、
そ
の
日
の
『
初
猟
祭
』
の

鴨
鍋
と
し
て
猟
友
会
以
外
の
方
に

も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

「
採
っ
た
モ
ノ
は
野
菜
も
肉
も
尊

敬
の
念
を
持
ち
美
味
し
く
頂
く
」

獲
物
を
獲
っ
た
後
も
狩
猟
者
と
し

て
の
正
し
い
姿
を
先
輩
た
ち
に
見

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
も
無
事
故
・
無
違
反
を
心
掛

け
、
今
月
か
ら
鹿
を
狙
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊 
吉
田
典
幸
】

　

周
囲
の
木
々
が
赤
や
黄
色
に
染

ま
り
始
め
、
秋
が
濃
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
気
候
も
大
阪
の　

月
に

10

比
べ
れ
ば
格
段
に
涼
し
く
、
む
し

ろ
寒
い
く
ら
い
で
す
・
・
・　

。
会
社

（笑）

の
方
に
お
借
り
し
た
ス
ト
ー
ブ
に

当
た
り
な
が
ら
、
広
報
あ
っ
さ
ぶ

の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
素
敵
な
過
疎
づ
く

り
㈱
で
働
き
つ
つ
も
厚
沢
部
農
楽

会
の
0
円
免
許
や
狩
猟
免
許
合
宿

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、　

月
ま
で
延
長
し
働
く
1

11

名
の
猛
者
を
除
き
、
全
て
の
参
加

者
が
家
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
厚
沢
部
の
採
れ
た
て
野

菜
の
味
や
自
然
、
星
空
、
そ
し
て
、

農
家
さ
ん
の
優
し
さ
に
感
動
し

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
昨
年
の
僕

と
同
じ
よ
う
に
、
み
ん
な
の
中
で

厚
沢
部
と
い
う
町
が
か
け
が
え
の

な
い
場
所
の
1
つ
に
な
っ
て
く
れ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

合
宿
が
終
わ
る
と
、
一
息
つ
く

間
も
な
く　

月
1
日
の
日
の
出
と

10

と
も
に
、
北
海
道
の
『
鴨
撃
ち
猟
』

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ 
Ⅴ い

５

▲

購
入
し
た
ば
か
り
の
猟
友
会
ベ

　

ス
ト
を
着
て
意
欲
に
燃
え
る

　

保
育
所
な
ど
に
入
所
で
き
ず
退

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
を
防

ぐ
た
め
、
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
育
児
を
し
な
が

ら
働
く
男
女
労
働
者
が
育
児
休
業

な
ど
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

☆
改
正
内
容
①

　

最
長
2
歳
ま
で
育
児
休
業
の
再

延
長
が
可
能
に
！　

☆
改
正
内
容
②

　

事
業
主
は
働
く
方
や
そ
の
配
偶

者
が
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と
等
を

知
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
方
に
個

別
に
育
児
休
業
等
に
関
す
る
制
度

を
知
ら
せ
る
努
力
義
務
が
創
設

☆
改
正
内
容
③

　

未
就
学
児
を
育
て
な
が
ら
働
く

方
が
子
育
て
し
や
す
い
よ
う
育
児

に
関
す
る
目
的
で
利
用
で
き
る
休

暇
制
度
（
例
：
配
偶
者
出
産
休
暇
、

子
の
行
事
参
加
の
た
め
の
休
暇
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
休
暇

等
）
を
設
け
る
努
力
義
務
が
創
設

★
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
部
指
導
課

  

☎

0
1
1
‐
7
0
9
‐
2
3
1
1

育
児
・
介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
！

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

８

子
ど
も
を
通
わ
せ
た
い　
　

厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
の 

　
　
　
　
　

設
立
に
向
け
て

　

現
在
、
厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も

園
新
築
工
事
に
向
け
た
基
本
設
計

を
委
託
業
者
の
㈱
ア
ト
リ
エ
ブ
ン

ク
（
札
幌
市
）
と
と
も
に
、
現
場
の

保
育
士
ら
の
声
を
踏
ま
え
な
が
ら

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
・
教
育
環
境
が
充
実

し
た
認
定
こ
ど
も
園
を
目
指
し
、

全
国
で
『
子
ど
も
を
通
わ
せ
た
い

保
育
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
や
『
ウ
エ

ル
カ
ム
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
（
子
育
て

し
や
す
い
）
自
治
体
』
認
定
事
業
を

実
施
し
て
い
る
ミ
キ
ハ
ウ
ス
子
育

て
総
研
㈱
（
大
阪
市
）
と
業
務
契
約

を
締
結
。
ミ
キ
ハ
ウ
ス
子
育
て
総

研
㈱
の
豊
富
な
知
見
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
た
事
前
監
修
を
受
け
基

本
設
計
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、『
子
ど
も
を
通
わ
せ
た
い

認
定
こ
ど
も
園
』
の
モ
デ
ル
園
に

認
定
さ
れ
る
と
、
当
町
が
全
国
初

の
ケ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の　
　
　

交
流
を
通
し
て

　
　

月　

日　

、
厚
沢
部
保
育
所

10

12

（木）

に
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
町

社
会
福
祉
協
議
会
）
を
利
用
す
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
6
名
が
訪
れ
、
保

育
所
児
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
『
元
気
を
お
す
そ
分
け
』
し
よ
う

と
歌
に
遊
戯
に
元
気
い
っ
ぱ
い
！

年
長
さ
ん
手
作
り
の
『
お
守
り
』
を

貰
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
あ
り

が
と
う
。
宝
物
だ
～
」
と
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。「
め
ん
こ
い
ね
～
」

と
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
子
ど
も
達
と
の
交
流
は
周
り
の

大
人
の
心
も
温
か
く
し
ま
し
た
。

Vol.

Vol.
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「
赤
沼
」
と
い
う
地
名
は
、
い
か

に
も
和
語
起
源
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
本
田
貢
さ
ん
の
『
北
海

道
地
名
漢
字
解
』（
北
海
道
新
聞

社
）
で
は
「
ア
カ
・
ヌ
プ
」〔
尾
根
の

（
間
）
の
・
原
野
〕
と
し
て
ア
イ
ヌ
語

地
名
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
赤
（
ア
カ
）
」
地
名
に
は
「
フ
レ
・

ペ
ツ
」
を
半
訳
し
た
「
赤
井
川
」
な

ど
も
あ
り
ま
す
が
、
赤
沼
の
場
合

は
そ
の
よ
う
な
半
訳
地
名
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。

　

赤
沼
の
集
落
は
、
ひ
ま
わ
り
団

地
の
あ
る
丘
陵
を
囲
む
よ
う
に
立

地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
尾
根
の

間
の
原
野
」
と
い
う
解
釈
も
あ
り

え
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
確
定
的

な
こ
と
を
示
す
の
は
難
し
い
と
い

え
ま
す
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ
ぶ
学
芸
員
講
座
講
座

「
赤
沼
」
は
ア
イ
ヌ
語
地
名
？

た
遺
言
は
、
日
付
の
記
載
を
欠
く

と
さ
れ
、
そ
の
遺
言
は
無
効
と
判

断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
言
書
を
作
成
す
る
際
に
は
、

し
っ
か
り
形
式
を
整
え
な
い
と
無

効
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
何
か
お
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も
対

応
い
た
し
ま
す
。
事
前
に
お
電
話

で
ご
予
約
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
相
談
に
応
じ
ら
れ
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

廣
田　

朋
子
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

遺
言
に
つ
い
て

72

　

今
回
は
遺
言
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

　

遺
言
の
方
式
に
は
、
民
法
に
定

め
ら
れ
た
『
普
通
方
式
（
自
筆
証
書

遺
言
・
公
正
証
書
遺
言
・
秘
密
証
書

遺
言
）
』
と
『
特
別
方
式
（
危
急
時
遺

言
・
隔
絶
地
遺
言
）
』
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
自
筆
証
書
遺
言
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
と
は
、
ご
本
人

が
自
ら
の
意
思
で
自
身
で
筆
記
す

る
遺
言
を
言
い
ま
す
。

　

遺
言
者
が
、
全
文
、
日
付
、
氏
名

を
自
書
し
、
押
印
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
（
民
法
9
6
8
条
1
項
）
。

　

ま
た
、
自
筆
証
書
遺
言
の
内
容

を
加
除
訂
正
す
る
場
合
に
は
、
遺

言
者
が
そ
の
場
所
を
指
示
し
、
こ

れ
を
変
更
し
た
旨
を
付
記
し
て
こ

れ
に
署
名
し
、
か
つ
、
そ
の
変
更
の

場
所
に
押
印
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
（
同
9
6
8
条
2
項
）
。

　

記
載
す
る
際
に
は
、
記
載
の
仕

方
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

判
例
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、「
平

成　

年　

月
吉
日
」
と
記
載
さ
れ

29

11

　
　

月
は
証
明
用
電
気
計
器
（
子

11

メ
ー
タ
ー
）
受
検
促
進
月
間
で
す
。

　

貸
し
ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
子
メ
ー
タ
ー
は
、

計
量
法
で
定
め
る
検
定
の
有
効
期

限
内
の
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

使
用
で
き
る
期
限
は
、
計
器
に

添
付
し
て
い
る
「
検
定
ラ
ベ
ル
」
や

「
検
定
票
」
に
表
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

★
日
本
電
気
計
器
検
定
所
北
海
道

　

支
社

  

☎

0
1
1
‐
6
6
8
‐
2
4
3
7

★
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
環
境
部
電
力
事
業
課

  

☎

0
1
1
‐
7
0
9
‐
1
7
5
5

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
の

有
効
期
限
が
過
ぎ
て

い
ま
せ
ん
か
？

▲

有
効
期
限
が
切
れ
る
と
罰
則
規

 

定
が
あ
り
ま
す
。

Vol.
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農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

95

農
作
物
の
作
況
視
察
を
行
い
ま
し
た

　

就
農
し
て　

年
に
な
り
ま
す
。

12

農
業
委
員
の
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

会
長
を
は
じ
め
先
輩
委
員
に
相
談

し
な
が
ら
厚
沢
部
町
の
農
業
の
発

展
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う

活
動
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

　

就
農
し
て　

年
。　

年
目
を
過

11

10

ぎ
て
農
家
と
し
て
の
知
識
と
意
識

向
上
の
た
め
に
農
業
委
員
に
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
会
長
を
は
じ
め

先
輩
委
員
に
相
談
し
な
が
ら
館
地

区
だ
け
で
な
く
厚
沢
部
町
の
農
業

を
守
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

新
任
農
業
委
員
を
紹
介

　

農
業
委
員
の
仕
事
は
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が

先
輩
委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

厚
沢
部
町
の
農
業
発
展
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

就
農
し
て　

年
に
な
り
ま
す
。

12

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変

わ
っ
て
い
く
中
で
自
分
自
身
の
経

営
と
厚
沢
部
農
業
の
発
展
の
た
め

に
農
業
委
員
会
で
の
活
動
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
会
で
の
仕
事
は
ま

だ
ま
だ
慣
れ
ま
せ
ん
が
先
輩
委
員

と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　

就
農
し
て　

年
に
な
り
ま
す
。

12

農
業
委
員
の
仕
事
は
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
会
長

を
は
じ
め
先
輩
委
員
と
相
談
し
な

が
ら
厚
沢
部
農
業
の
発
展
に
少
し

で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
の
法
律
改
正
で
農
業
者
以

外
の
委
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
な

り
農
業
委
員
の
中
立
委
員
と
し
て

公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
町
森
林
組
合
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
毎
月
、
総
会
で
の
議
案
審

議
や
現
地
研
修
を
し
て
い
ま
す
が

農
業
者
で
は
な
い
私
に
は
初
め
て

の
こ
と
ば
か
り
。
先
輩
や
同
期
委

員
と
相
談
し
な
が
ら
厚
沢
部
農
業

の
活
性
化
の
た
め
頑
張
り
ま
す
。

　

農
作
物
の
作
況
視
察
は
町
内
農

産
物
の
生
育
状
況
を
把
握
し
農
業

委
員
会
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
9
月　

日　

に
実
施
。

25

（月）

　

当
日
は
一
時
、
雨
に
打
た
れ
る

時
間
帯
は
あ
っ
た
も
の
の
概
ね
天

候
に
恵
ま
れ
、
町
内
各
地
域
を
視

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

視
察
に
は
渋
田
町
長
や
農
協
の

三
浦
営
農
セ
ン
タ
ー
長
、
土
地
改

良
区
の
干
山
技
師
に
も
同
行
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
稲
や
山
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ツ
マ
イ

モ
に
つ
い
て
は
、
収
量
・
品
質
と
も

平
年
並
み
と
な
る
見
込
み
で
す
が

ア
ス
パ
ラ
に
つ
い
て
は
や
や
不
良

と
い
う
評
価
。
ま
た
、
大
豆
や
小

豆
、
大
根
に
つ
い
て
は
、
昨
年
を
上

回
る
収
量
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

近
年
、
作
付
面
積
が
増
え
て
い

る
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

台
風　

号
の
影
響
も
あ
り
倒
伏
が

18

目
立
つ
ほ
場
も
あ
る
た
め
、
収
量

に
ど
の
程
度
影
響
が
あ
る
か
今
後

の
注
視
が
必
要
で
す
。

　

今
年
の
作
況
を
総
括
す
る
と
、

7
月
の
悪
天
に
よ
る
日
照
時
間
の

短
さ
や
降
雨
量
の
多
さ
の
悪
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
概
ね
平

年
並
み
か
、
や
や
良
好
な
生
育
状

況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
害
虫

や
病
気
等
の
目
立
っ
た
被
害
も
な

い
よ
う
で
、
良
い
出
来
秋
を
迎
え

ら
れ
そ
う
で
す
。

【
広
報
委
員　

高
田　

隆
】

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
農
業
委

　

員
会
事
務
局
（
緯

6
4
‐
3
3
1
4
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 前 田  
まえだ

 秀 幸 （富栄）
ひでゆき

 西 口   智 章 （館町）
にしぐち ともあき

 斉 藤   和 博 （当路）
さいとう かずひろ

 下川部   和 宏 （稲見）
しもかわべ かずひろ

 佐 藤   貴 彦 （相生）
さとう たかひこ

 由 利   昭 人 （新栄）
ゆり あきひと

　

今
年
の
農
業
委
員
の
改
選
で
新

た
に
農
業
委
員
と
な
っ
た
6
人
を

紹
介
し
ま
す
（
議
席
順
で
掲
載
）
。

Vol.
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農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

昨
年
か
ら
ニ
ン
ニ
ク
の
栽
培
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ン
ニ
ク
の
栽
培
は
、
通
常
、
秋

（
9
月
～　

月
）
に
植
付
し
て
翌
年

10

の
夏
（
6
月
～
7
月
）
に
収
穫
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ニ
ン
ニ
ク
が
球

を
形
成
す
る
た
め
に
低
温
に
当
た

る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
寒
さ
に
強

い
と
い
う
特
性
を
活
か
し
た
も
の

で
、
野
菜
で
は
珍
し
い
栽
培
方
法

と
言
え
ま
す
。
春
に
植
付
し
て
秋

に
収
穫
し
よ
う
と
す
る
と
球
の
太

り
が
足
り
ず
に
小
さ
い
ニ
ン
ニ
ク

に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
秋
の
定

植
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

試
験
2
年
目
と
な
る
今
年
は
9
月

下
旬
に
種
の
植
付
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

昨
年
は
、
土
壌　

の
改
良
と
リ

pH

ン
酸
資
材
施
用
の
効
果
を
確
認
す

る
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
植
付
前
に
苦
土
炭
カ
ル
を
施

用
す
る
区
と
ダ
ブ
リ
ン
を
施
用
す

る
区
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
育

に
与
え
る
影
響
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ど
ち
ら
も
収
量
の
増

加
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
両
方
施
用
し
た
場

合
に
は
無
施
用
の
場
合
よ
り
3
割

程
度
の
増
収
効
果
が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
使
用
す
る
種
の
大
き

さ
の
違
い
が
収
量
に
与
え
る
影
響

を
調
べ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
種
は
大
き
い
方
が

収
量
も
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
実
際
に
そ
の
通
り
に
な
る

の
か
を
検
証
し
、
厚
沢
部
町
で
の

ニ
ン
ニ
ク
の
栽
培
方
法
を
確
立
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

ニ
ン
ニ
ク
の
植
付
作
業
を
行
い
ま
し
た
！

▲

約
５
㎝
の
深
さ
に
植
え
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
領
収
書
ま
た
は
納
付

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
年
間
に
納
め
た

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
葉
書
）
が

　

月
上
旬
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

11送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、　

月
10

１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
間
に

12

31

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
同

様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
宛
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
照

会
は
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎

0
5
7
0
‐
0
0
3
‐
0
0
4
）

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

〔
月
～
金
曜
日
〕
8
時　

分
～　

時

30

19

〔
第
2
土
曜
日
〕
9
時
～　

時　
17

※
祝
日
（
第
2
土
曜
日
は
除
く
）
と

　

月　

日
～
1
月
3
日
は
利
用
い

12

29

た
だ
け
ま
せ
ん
。

☆
ご
不
明
な
点
は
、
保
健
福
祉
課

住
民
年
金
係
☎

6
4
‐
3
3
1
3

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
「
保
険
料
控
除
証
明
書
」
を

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
し

て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、

林
業
退
職
金
共
済
（
林
退
共
）
制
度

に
加
入
し
て
い
た
、
も
し
く
は
、
加

入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で

退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当

た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時

の
加
入
の
有
無
に
つ
い
て
左
記
で

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

★　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

（独）

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

  

☎

0
3
‐
6
7
3
1
‐
2
8
8
7 

   　

0
3
‐
6
7
3
1
‐
2
8
9
0

FAX
★★
林
退
共
事
業
北
海
道
支
部

   
（
北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合

　

連
合
会
）

  

〒
0
6
0
‐
0
0
0
4

　

札
幌
市
中
央
区
北
4
条
西
5
丁

　

目
１　

林
業
会
館
内

  

☎

0
1
1
‐
2
5
1
‐
0
6
8
3

※
詳
し
く
は
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
Ｈ
Ｐ
で
確
認
願
い
ま
す
。

林
業
退
職
金
共
済
制
度

退
職
金
請
求
に
つ
い
て
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保健福祉課からのお知らせ

奈 良 陽 子

ごめんください
保健師です

332

　ムチムチした太ももにお尻…。ズボンに乗っかる下っ腹…。

「運動も食事も頑張っているのに下半身がなかなか痩せな～

い!!」と感じている方は少なくないはず。私もそのひとり…。

　「『年齢や老化のせい』と決めつけていませんか～？」

　歳を重ねても『引き締まったウエスト』『キュッと上がった

形の良いヒップ』を持つ方もいますよね。

　今回は『下半身太り』の原因と対策についてお話します。

下半身がどうにも痩せない！

 知っておきたい『下半身太り』の原因と対策！

① 下半身太りの原因は？

② カギは股関節の柔らかさにあり

　いろいろな原因が複合的に

絡み合っていることも考えら

れますが、主に原因とされるの

は次の４つです。

□ 食べ過ぎ　　

□ 運動不足

□ 基礎代謝の低下

□ 骨盤や姿勢のゆがみ

　この中で意外と見過ごしがちなのが『骨盤や姿勢

のゆがみ』です。

　長時間の同じ姿勢や猫背、脚を組む等の悪い姿勢

を日常的に続けることで体を支える『骨』がゆがみ

その周りにある『筋肉』も緩みがち。内臓を支える

『筋肉』が緩むと、内臓の重みに耐えられなくなり、

内臓は骨盤の中に落ち、ギュウギュウ詰めに。する

と、「骨盤は開ききった状態」となり、その結果、ウエ

ストが太くなったり、太ももやお尻など全体的に

デップリしたりという状態を引き起こします。
後ろから見た骨盤
内臓が下がって

骨盤が開ききった状態に!!

　股関節はリンパが集中しているので老廃物がたまりやすい部位。股関節が硬いとすぐに詰まり、むくみや冷え、

セルライトになり下半身太りにつながります。

　早速、股関節ストレッチに挑戦してみましょう！股関節が柔らかくなると骨盤のゆがみ改善にもつながります。

（１）寝ながらストレッチ

①仰向けで右足を床と平行にな

　るように曲げ、円を描くよう

　に大きく回しましょう。

　（外回り・内回り各３回ずつ）

　※左も同様に回しましょう！

②左右回し終わったら、両膝を

　そろえて、膝裏が90度になる

　ように曲げましょう。

③肩が浮かないように左右に10

　回ずつ倒しましょう。

　（膝が離れないように！）

①

②

③

（２）タオルを使ってストレッチ

①仰向けになり、片方の足の裏にタオルをひっかけ、

　しっかり持つ。

②膝をピンと伸ば

　しながらタオル

　を頭の方に引っ

　張り足を前後に

　30秒程揺らす。

※反対の足も同様に伸ばしましょう！

★ポイント★　

１）膝を曲げないこと！

２）天井に向かない足は低い位置で斜めにしましょう！

３）とにかく膝を曲げないことが大切！！
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◎� 給 額 　１世帯につき １万円 （定額）
◎対象世帯 　下記の３つの要件全てに該当する世帯

＜要件１＞　 11月１日現在で町内に住所があり、現に居住している世帯

　　　　　 　（病院・施設入所等による長期不在の単身世帯を除く）

＜要件２＞ 　平成29年度町民税非課税世帯

＜要件３＞　 下記の①～③のいずれかに該当する世帯　

　①世帯全員が満65歳以上の世帯（障害のある方・18歳未満の方を除く）

　②ひとり親家庭等世帯（医療費受給者世帯）

　③重度心身障害者世帯（医療費受給者世帯）

◎申請期間　平成29年11月１日（水）～平成30年１月31日（水）

◎申請窓口　保健福祉課 福祉介護係（保健福祉センター内）

　※薪・オール電化住宅も対象になります。

　※詳細は各戸配布にてお知らせしますが、不明な点等がありましたら

　　保健福祉課福祉介護係に問い合わせください。（TEL 64-3319）

高齢者等冬期生活支援事業

『福祉灯油』実施のお知らせ
　町では、昨年度に引き続き、高齢者等の暖房費の一部を助成する　

冬期生活支援対策を下記のとおり実施いたします。

狩猟期間中における道有林への入林自粛について

【問合せ先】 北海道渡島総合振興局 東部森林室（TEL：0138-83-7282）／ 西部森林室（TEL：0139-42-2013）

　エゾシカの狩猟期間中（１１月１日～３月３１日）は、

多くの狩猟者が道有林へ入林します。

　狩猟に伴う事故防止のため、この期間の狩猟目的

以外での入林はお控えくださるようお願いします。

　エゾシカによる森林等被害を低減するため、町民

皆様のご理解とご協力をお願いします。

　なお、道有林にスノーモービルで入ることは、法

令により禁止されている地域はもちろん、乗り入れ

可能な地域においても、樹木の損傷・生態系の保全、

事故防止等のため事業を行う上で必要な場合を除

き、使用は認めていません。

　また、山菜やキノコ採取等で入林する際には、ご

家族や友人等に行き先や帰宅時間を伝えるととも

に、ひとりでの入林は避けるようにお願いします。
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今月の簡単レシピ

　豆腐は４つ切りにした後、軽く水分を絞ってか

ら冷凍すると、丁度良い味の染み具合になります。

凍らせても栄養価に変わりはなく、血圧やコレス

テロールの上昇を抑える働きもあるので動脈硬化

を予防するなど成人病対策にも効果的です。

手手手手手手手手手手づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり染染染染染染染染染染手づくり染みみみみみみみみみみみ

豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆腐腐腐腐腐腐腐腐腐腐のののののののののの味味味味味味味味味味噌噌噌噌噌噌噌噌噌噌豆腐の味噌汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁
【材料】（４人分）

●木綿豆腐・・・半丁

●乾燥わかめ・・・小さじ１

●油揚げ・・・20ｇ

●だし汁・・・800ｍｌ

●味噌・・・大さじ１

【作り方】

☆染み豆腐（高野豆腐）

　木綿豆腐は４つ切りにして、１つずつ

ママパック等に入れて冷凍保存する。

①冷凍していた染み豆腐を常温に戻し

　ておく。

②水戻しした乾燥わかめと染み豆腐は

　食べやすい大きさに切る。油揚げは熱

　湯に通し薄く刻む。

③だし汁を火にかけ、染み豆腐と油揚げ

　を加えてさっと煮立て味噌を加える。

　味が調ったらわかめを放す。

エネルギー   62 kcal
塩分　   　　　0.9 g

食生活
改　善
協議会

食改さんのコメ
ント

図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

「頭のいい子が育つ日本語の名文

 声に出して読みたい48選」（齋藤 孝 著）　子どもに声に出して読んで欲しい日本語
の名文48作品を、オールカラーの綺麗なイラ

ストでまとめた１冊。

　宮沢賢治の雨ニモマケズなどの詩や、枕草

子などの冒頭文、松尾芭蕉の俳句など、日本

を代表する名作ぞろい。朗読ＣＤ付き！

　

●
町
図
書
館
で
は
、
お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
ご
予
約
を
承
っ

　

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
や
北
海
道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

図
書
館
（
直
通
）
☎

6
4
‐
3
4
3
6

「ボキャブラリーが増える

故事成語辞典」（主婦の友社 編集）　故事成語とは、主に、昔中国であった事が
熟語などの言葉になったもの。

　その意味や解説、出典を紹介。

　普段何気なく使っていた言葉のストー

リーはこんなにも面白い！間違って覚えて

いた故事成語をチェックするのにも最適！

　
　

月
３
日　

は
文
化
の
日
。
平
和
や
文
化
を
重
ん
じ
る
日
で
す
。

11

（祝）

　

今
回
は
、
文
化
を
築
い
て
き
た
人
達
が
残
し
た
作
品
や
言
葉
に
ま
つ
わ

る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

、
(
財
)
北
海
道
青
少
年
育
成
協

会
で
は
、
平
成
１
２
年
７
月
１
０
、

　
　

北
海
道
青
少
年
育
成
協
会
で

（財）
は
、
家
庭
が
果
た
す
役
割
の
重
要

性
を
再
認
識
す
る
た
め
家
族
が
団

ら
ん
で
き
る
機
会
を
持
つ
日
と
し

て
毎
月
第
3
日
曜
日
を
「
道
民
家

庭
の
日
」
と
定
め
、 
北
海
道
、
北
海

道
教
育
委
員
会
、
北
海
道
警
察
、
厚

沢
部
町
教
育
委
員
会
等
と
と
も
に

明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。 
皆
さ
ん
も
自
分
の

家
庭
を
ふ
り
返
り
、
家
庭
や
家
族

の
あ
り
方
、
地
域
住
民
と
の
付
き

合
い
方
な
ど
を
考
え
、
毎
月
第
3

日
曜
日
は
家
庭
の
ぬ
く
も
り
や
、

ご
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
日
と
し
ま
し
ょ
う
！

道
民
家
庭
の
日
と
は
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※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

１１月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）

午後・・・13時00分～14時30分
受付
時間

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり

　ます。事前に病院へ確認の上、受診してください。

     国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを

 下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間

　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週週週週週週週週週週２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火・・・・・・・・・・木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日週２回（火・木曜日）））））））））））運行日

行　

程

１１月の外来診療

診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月曜日・水曜日・金曜日
午後　月～水曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日（3日は祝日のため休診）
午後　木曜日（23日は祝日のため休診）

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は10.24日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要相談）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　1.7.8.15.16.21.22.29.30日
午後　15.29日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　9.30日（予約以外は10時迄に受付）
午後　1.15.29日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　10.24日神 経 内 科

診 療 日診 療 科

　月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科
外 科

 　17日（火）・18日（水）
　 14日（火）・15日（水）
　 28日（火）・29日（水）

眼 科

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

★★★ 認知症ケア活動 ★★★
　

 　昨年度から看護部門の取組として、認知症看護認

定看護師がリーダーとなり「認知症ケア活動」を行っ

ています。

　メンバーは認知症ケアの所定研修を受けた看護職

員８人です。各職員は自部署で認知症ケアの中心と

なり活動を行っています。

　活動内容は、入院時から認知症を持つ患者様の持

てる力を引き出すこと、患者様の人権を守り意思を

尊重すること、その人らしく生活できるよう退院支

援につなげることなどを話し合っています。

　認知症を持つ患者様は、入院生活が今までの生活

環境と異なることで不安が強まり、落ち着きがなく

なり、家に帰ろうとしたり興奮したり、不穏な行動を

とってしまうことがあります。

　患者様の行動の意味を理解し、看護・医療職チーム

で統一した関わりをすることによって、安心できる

環境であると受け入れ、その人らしい生活をより良

く送ることができます。

　道立江差病院は「認知症にやさしい病院」を目指し

ます。

【総看護師長　廣野 明美】

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

　  ★道立病院からのお願い★
　 道立江差病院の内科は、循環器内科及び消化器内科の専門外来となっています。

　 風邪や発熱などの症状のみの方は、厚沢部町国保病院で初期受診をしてください。

　 皆様のご理解ご協力をお願いします。
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函
館
弁
護
士
会
で
は
、
北
海
道

弁
護
士
会
連
合
会
と
協
力
し
、
身

近
に
弁
護
士
が
い
な
い
地
区
の
皆

様
が
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
機
会

と
し
て
『
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相

談
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

金
銭
や
不
動
産
、
消
費
者
問
題

な
ど
法
律
に
ま
つ
わ
る
ご
相
談
を

担
当
弁
護
士
が
無
料
で
お
受
け
し

ま
す
。

　

相
談
内
容
に
関
す
る
一
切
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
頃
の

生
活
の
中
で
お
困
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
左
記
に
よ
り
事
前
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　
　

月　

日　

11

17

（金）

◆
時
間　
　

時
～　

時

13

16

◆
場
所　

役
場
（
第
2
会
議
室
）

◆
予
約
・
問
合
せ
先　

　

総
務
政
策
課
住
民
運
動
係

  

☎

6
4
‐
3
3
1
1

『
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
』

を
実
施
し
ま
す
！

★
江
差
町
文
化
会
館

○　

月　

日　

11

16

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

○　

月　

日　

11

28

（火）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時

14

15

　

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

17

45

★
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○　

月　

日　

10

12

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

運
転
免
許
更
新
時
講
習

行

12

 
＆ 事

お

知
ら
せ

★
問
合
せ
（
申
込
）
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎

5
2
‐
0
1
6
0

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
の
お
知
ら
せ

　

月
は
『
労
働
保
険
適
用
促
進

11強
化
期
間
』
で
す
！

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問

わ
ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、『
未
手
続
事

業
の
一
掃
』
を
年
間
を
通
じ
た
主

要
課
題
と
位
置
付
け
た
上
で
、　
11

月
を
『
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
』
と
し
、
集
中
的
に
広
報
活
動

を
展
開
し
て
、
労
働
保
険
制
度
の

よ
り
一
層
の
理
解
・
周
知
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
と
な
る
よ
う
労
働
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
速

や
か
に
左
記
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

★
函
館
労
働
基
準
監
督
署
江
差
駐

　

在
事
務
所
☎

5
2
‐
1
0
2
8

★
函
館
公
共
職
業
安
定
所
江
差
出

　

張
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差
）

  

☎

5
2
‐
0
1
7
8 

　

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
昨
年
大
き
く
報
道
さ
れ
た
過

重
労
働
や
違
法
な
賃
金
、
残
業
代

の
不
払
い
、
突
然
の
解
雇
、
派
遣
契

約
の
解
除
等
に
対
す
る
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
司
法
書
士
に
よ

る
労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会

『
2
0
1
7
全
国
一
斉
労
働
ト
ラ

ブ
ル
1
1
0
番
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
。
相
談
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　
　

月　

日　

11

26

（日）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

17

◆
専
用
（
臨
時
）
電
話
番
号

　

☎

0
1
2
0
‐
6
1
0
‐
7
8
7

『
労
働
ト
ラ
ブ
ル
無
料
電
話

相
談
会
』
を
実
施
し
ま
す
！

11 
＆

　

月　

日
は
「
個
人
事
業
税
」

11

30

第
2
期
分
の
納
期
限
で
す
！

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業

を
営
む
方
に
課
税
さ
れ
る
道
税
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
納
税
に
は
『
口
座
振
替
』
、

申
告
に
は
『
地
方
税
電
子
申
告
（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
）
』
が
便
利
で
す
。

◆
問
合
せ
先　

　

檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

  

☎

5
2
‐
6
4
7
3

申込締切受講料時　間日　程住民講座・職業訓練名

10月31日（火）

各2,000円10：00～12：00

11月01日（水）

フラダンス教室

11月14日（火）11月15日（水）

11月16日（月）6,000円18：30～20：30
11月14日（火）
　～17日（金）

パソコン初心者講座

11月17日（金）6,000円18：30～20：30
11月28日（火）
～12月1日（金）

ワード初心者講座
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樺
樺

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日６３０１連続

平成29年10月20日現在

  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　  11月11日（土）は、休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
   ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

　

月
の
休
日
当
番
医

11

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間
9
時
～　

時
）

17

― 11月＆12月の行事＆お知らせ ―

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

木
間
内
・
房
田
ア
キ
子
さ
ん
か
ら

1
0
0
，0
0
0
円

館
町
・
朝
倉
リ
子
さ
ん
か
ら

5
0
，0
0
0
円

●
―
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

岡
山
市
・
宮
田
貴
志
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，0
0
0
円

戸 籍 の 窓
（10月20日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－3）2,3281,2201,1081,156下地区

（－1）698358340340鶉地区

（－1）970506464470館地区

（－5）3,9962,0841,9121,966全 町

平成29年9月末日現在

　鶉　　小野寺文子さん（96歳）  9/21

南館町　西村　キヤさん（76歳）  9/25

富　栄　門間　豊丸さん（87歳）  9/27

赤沼町　伊勢トシヱさん（88歳）10/17

館　町　佐藤　三治さん（92歳）10/18

館　町　川股ハチヱさん（95歳）10/11

新　町　幸崎　静江さん（91歳）10/18

おくやみもうしあげます

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

2件今月の寄附件数

15,000円今月の寄附金額

15件
平成29年度
寄附件数累計

280,000円
平成29年度
寄付金額累計

830,000円前年度寄付金額

（10月20日届出分まで）

※外国人住民を含む

★
檜
山
に
伝
わ
る
味
を
皆
様
へ
！

　

管
内
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
が
地

元
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と

第　

回『
女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ

13
祭
』を
開
催
し
ま
す
。
5
町　

グ
13

ル
ー
プ
が
出
店
す
る
ほ
か
地
元
漁

業
者
に
よ
る
水
産
加
工
品
の
販
売

や
2
町
2
業
者
が
直
売
会
も
実

施
。檜
山
の
郷
土
食「
こ
う
れ
ん

鍋
」「
く
じ
ら
汁
」「
く
じ
ら
出
し
汁

そ
う
め
ん
」な
ど
も
販
売
し
ま
す
。

◆
日
程　
　

月　

日　

11

18

（土）

◆
時
間　
　

時
～　

時

11

13

◆
場
所　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー（
ま
な
び
っ
く
）

◆
問
合
せ　

檜
山
農
業
改
良
普
及

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

　

　

　

　

   

☎

5
3
‐
6
1
4
1

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、精

神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談

員
と
し
て
、次
の
と
お
り
精
神
保

健
相
談（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に（　

月　

日　

午
前
中
迄
）

11

16

（木）

申
込
み
願
い
ま
す
。

　

な
お
、開
設
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　
　

月　

日　
 

11

21

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

『
女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
祭
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
で
は
こ
れ
ま
で
高
校
生

等
の
将
来
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
場
と
し
て
高
等
技
術
専
門
学

院
に
お
い
て
職
業
訓
練
を
実
施
し

毎
年
数
多
く
の
人
材
育
成
を
行
っ

て
お
り
平
成　

年
度
の
訓
練
生
も

30

左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◎
推
薦
選
考
出
願
期
間

　
　

月
1
日　

～　

月　

日　

11

（水）

11

20

（月）

◆
試
験
日　
　

月　

日　

11

24

（金）

◎
一
般
選
考
出
願
期
間

　
　

月　

日　

～　

月　

日　

11

21

（火）

12

10

（日）

◆
試
験
日　
　

月　

日　

12

15

（金）

◆
提
出
（
問
合
せ
）先

　

〒
0
4
1
‐
0
8
4
1

　

函
館
市
桔
梗
町
4
3
5
番
地

　

道
立
函
館
高
等
技
術
専
門
学
院

☎

0
1
3
8
‐
4
7
‐
1
1
2
1

函
館
高
等
技
術
専
門
学
院
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
！

電話番号病院名当番日

52-1070佐々木病院11月3日（祝） 

52-0036道立江差病院5日（日） 

52-1366勤医協江差診療所12日（日） 

64‐3036厚沢部町国保病院
19日（日） 

67-2856（ドラッグストアまるや）

62‐2331乙部町国保病院23日（祝） 

52-0036道立江差病院26日（日） 

▲ふるさと厚沢部町に応援を！
詳しくは町ホームページ
http://www．town.assabu.lg.jp

ご確認ください！！



18
広報あっさぶ

平成29年11月号（第647号）

発行   厚沢部町総務政策課政策振興係
〒043-1113   檜山郡厚沢部町新町207番地
TEL 0139-64-3311　FAX 0139-67-2815

ああとががき
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「　

年
間
の
重
み
を
受
け
止
め

71

館
中
生
徒　

名
が
支
え
合
い
助
け

18

合
い
な
が
ら
今
日
を
迎
え
た
」
と

館
中
学
校
生
徒
会
長
の
由
利
美
羽

さ
ん
。「
協
調
性
や
積
極
性
も
高
ま

り
頼
も
し
い
仲
間
と
素
晴
ら
し
い

学
校
祭
に
な
っ
た
」
と
挨
拶
。
由
利

さ
ん
の
後
方
に
並
ん
で
い
た
生
徒

　

名
も
う
な
ず
き
、
来
場
者
か
ら

17大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
統
合
し
て
も
鶉
中
太
鼓
『
走
楽

（
ら
ん
）
』
の
伝
統
は
つ
な
い
で
い

き
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
鶉
中

学
校
生
徒
会
長
の
外
﨑
裕
樹
君
。

最
後
の
太
鼓
演
舞
を
終
え
た
生
徒

　

名
に
は
会
場
か
ら
大
き
な
「
ア

13ン
コ
ー
ル
」
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
い
歴
史
を
刻
ん
で

き
た
各
中
学
校
。
各
校
の
伝
統
演

目
は
新
『
厚
沢
部
中
学
校
』
に
継
承

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

館館館館館館館館館館
中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校
・・・・・・・・・・
鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉
中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学

館
中
学
校
・
鶉
中
学
校校校校校校校校校校校
でででででででででで
のののののののののの
で
の

最最最最最最最最最最最
後後後後後後後後後後後
ののののののののののの

学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
・・・・・・・・・・・
文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉

祭 

閉
幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕

 館館館館館館館館館館中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校 学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭テテテテテテテテテテーーーーーーーーーー館中学校 学校祭テーマママママママママママ
「「「「「「「「「「爛爛爛爛爛爛爛爛爛爛「爛漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫漫((((((((((ららららららららららんんんんんんんんんんままままままままままんんんんんんんんんん))))))))))(らんまん) 

～～～～～～～～～～晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴れれれれれれれれれれわわわわわわわわわわたたたたたたたたたたるるるるるるるるるる空空空空空空空空空空にににににににににに77777777771111111111年年年年年年年年年年間間間間間間間間間間のののののののののの～晴れわたる空に71年間の軌軌軌軌軌軌軌軌軌軌軌跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡～～～～～～～～～～跡～」」」」」」」」」」」

 鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校 文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭テテテテテテテテテテーーーーーーーーーー鶉中学校 文化祭テーマママママママママママ
「「「「「「「「「「UUUUUUUUUUzzzzzzzzzzuuuuuuuuuurrrrrrrrrraaaaaaaaaaSSSSSSSSSShhhhhhhhhhiiiiiiiiiinnnnnnnnnniiiiiiiiiinnnnnnnnnnggggggggggFFFFFFFFFFoooooooooorrrrrrrrrreeeeeeeeeevvvvvvvvvveeeeeeeeeerrrrrrrrrr「Uzura Shining Forever !!!!!!!!!!! 

～～～～～～～～～～鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉中中中中中中中中中中のののののののののの輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝ききききききききききをををををををををを永永永永永永永永永永遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠にににににににににに～鶉中の輝きを永遠に～～～～～～～～～～～」」」」」」」」」」」

 厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢厚沢部部部部部部部部部部部中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校 文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭テテテテテテテテテテーーーーーーーーーー中学校 文化祭テーマママママママママママ

「「「「「「「「「「「繕繕繕繕繕繕繕繕繕繕繕((((((((((ZZZZZZZZZZEEEEEEEEEENNNNNNNNNN))))))))))(ZEN)  ～～～～～～～～～～次次次次次次次次次次世世世世世世世世世世代代代代代代代代代代にににににににににに刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻むむむむむむむむむむ～次世代に刻む～～～～～～～～～～～」」」」」」」」」」」

　

今
年
度
を
も
っ
て
統
合
す
る
町
立
3
中
学
校
の
最
後
と
な
る
学
校
祭
・
文
化
祭
が　

月　

日

10

15

　

に
館
中
学
校
と
鶉
中
学
校
で
、　

月　

日　

に
は
厚
沢
部
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
保
護
者
や
地

（日）

10

22

（日）

域
住
民
の
ほ
か
卒
業
生
や
異
動
し
た
先
生
ら
懐
か
し
い
方
も
見
守
る
中
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
最
後

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

▲館中学校伝統演目『よさこいソーラン』 ▲鶉中学校伝統演目『走楽（らん）』

▼　

歳
を
目
前
に
最
近
『
歳
の

40

せ
い
』
か
涙
も
ろ
く
な
っ
た
。

取
材
時
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
保
育
所
ブ
ロ
グ
等
で
『
一
生

懸
命
な
姿
』
や
『
前
向
き
な
姿

勢
』『
熱
い
思
い
』
に
触
れ
る
度

自
然
と
目
頭
が
熱
く
な
る
…
。

▼
上
記
『
時
間
を
刻
む
』
で
触

れ
た
よ
う
に
館
中
学
校
祭
と

鶉
中
文
化
祭
は
今
年
で
最
後
。

　

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

71こ
れ
ま
で
の　

年
と
い
う
あ

71

ゆ
み
。
そ
の
歴
史
の
重
み
を
感

じ
両
校
生
徒
は
特
別
な
思
い

で
当
日
を
迎
え
た
の
だ
ろ
う
。

「
館
中
の
伝
統
を
大
切
に
仲
間

と
支
え
合
い
助
け
合
い
な
が

ら

素

晴

ら

し

い

学

校

祭

と

な
っ
た
」
と
生
徒
会
長
の
由
利

美
羽
さ
ん
が
挨
拶
。
し
っ
か
り

前
方
を
見
、
堂
々
思
い
を
伝
え

る
姿
勢
に
目
頭
を
熱
く
し
た

の
は
自
分
だ
け
で
な
い
は
ず
。

さ
ら
に
、
一
緒
に
並
ん
で
い
た

　

名
の
仲
間
に
対
し
て
「
あ
り

17が
と
う
」
と
讃
え
る
素
直
な
言

葉
に
我
が
涙
腺
は
崩
壊
し
た
。

▼
『
一
生
懸
命
』・『
熱
い
思
い
』

こ
れ
ら
の
こ
と
を
姿
・
形
に
す

る
の
は
容
易
な
事
で
は
な
い
。

特
に
多
感
な
時
期
の
中
学
生
。

恥
ず
か
し
さ
や
格
好
悪
さ
を

感
じ
敬
遠
す
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。「
自
分
の
中
学
生
時

代
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
？
」

大
人
ぶ
り
ク
ー
ル
に
振
る
舞

い
格
好
つ
け
て
冷
め
た
発
言

を
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

由
利
さ
ん
達
の
言
葉
や
姿
勢
、

　

名
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

18む
姿
に
、
真
の
『
格
好
良
さ
』・

『
美
し
さ
』
を
見
た
気
が
し
た
。

館
中
を
あ
と
に
し
た
自
分
の

心
は
晴
れ
わ
た
る
秋
の
空
の

よ
う
に
清
々
し
か
っ
た
。（
三
）
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